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ロ
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ウ
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す
る
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弁
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一
に
つ
い
て 

 
 

現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
経
済
活
動
を
維
持
し
な
が
ら
感
染
拡
大
に
対

応
す
る
都
道
府
県
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」
（
令
和
四
年
七
月
二
十
九
日
付
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定

）
に
お
い
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
Ｂ
Ａ
．
五
系
統
を
中
心
と
す
る
感
染
が

急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、
全
国
の
一
日
の
新
規
感
染
者
数
は
二
十
万
人
を
超
え
、
昨
冬
の
ピ
ー
ク
の
二
倍
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
発
熱
外
来
を
中
心
に
医
療
施
設
や
介
護
施
設
へ
の
負
荷
が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
救
急
搬

送
困
難
事
案
も
地
域
差
は
あ
る
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
従
業
員
が
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
と
な
る
こ
と
に
よ
り

業
務
継
続
が
困
難
と
な
る
事
業
者
も
増
加
し
て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
感
染
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
」

に
つ
い
て
は
、
「
Ｂ
Ａ
．
五
系
統
へ
の
置
き
換
わ
り
を
見
据
え
た
感
染
拡
大
へ
の
対
応
」
（
令
和
四
年
七
月
十
五
日
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予
防
接
種
に
お
け
る
四
回
目



 

２ 

 

の
接
種
等
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
更
な
る
促
進
」
、
「
世
代
ご
と
に
効
果
の
見
込
ま
れ
る
感
染
対
策
」
の
実
施
、
「
効
果
的
な

換
気
の
徹
底
」
等
の
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、
「
社
会
経
済
活
動
を
維
持
し
な
が
ら
感
染
拡
大
に
対

応
す
る
都
道
府
県
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
「
Ｂ
Ａ
．
五
対
策
強
化
宣
言
」
を
行
っ
た
都
道
府
県
に
よ
る
感
染
対

策
が
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
感
染
対
策
に
関
す
る
助
言
・
指
導
等
の
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。 

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

海
外
か
ら
の
参
列
者
の
受
入
れ
を
含
め
、
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
の
具
体
的
内
容
は
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。
現
下
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
「
Ｂ
Ａ
．
五
系
統
へ
の
置
き
換
わ
り
を
見
据
え
た
感
染
拡

大
へ
の
対
応
」
に
基
づ
き
、
「
新
た
な
行
動
制
限
を
行
う
の
で
は
な
く
社
会
経
済
活
動
を
で
き
る
限
り
維
持
し
な
が
ら
、
保

健
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
昨
年
と
り
ま
と
め
た
「
全
体
像
」
に
基
づ
き
整
備
し
て
き
た
病
床
等
を
し
っ
か
り
と
稼
働
さ
せ
る

こ
と
を
基
本
に
、
引
き
続
き
、
自
治
体
や
医
療
機
関
等
の
支
援
を
行
い
、
保
健
医
療
体
制
の
確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に

、
医
療
へ
の
負
荷
に
直
結
す
る
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
高
齢
者
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、
効
果
が
高
い
と
見
込
ま
れ



 

３ 

 

る
感
染
対
策
に
、
国
・
地
方
が
連
携
し
て
機
動
的
・
重
点
的
に
取
り
組
む
」
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
「
今
後
、
ウ
イ
ル

ス
の
特
性
に
変
化
が
生
じ
る
か
、
感
染
者
数
全
体
が
大
幅
に
拡
大
し
、
高
齢
者
等
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
者
の
感
染
が
拡
大

す
る
な
ど
に
よ
り
、
医
療
が
ひ
っ
迫
す
る
場
合
に
は
、
行
動
制
限
を
含
む
実
効
性
の
高
い
強
力
な
感
染
拡
大
防
止
措
置
を
講

ず
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
提
言
」
に
つ
い
て
は
、
「
国
が
・
・
・
極
力
医
療
逼
迫
の
深
刻
化
を
抑
え
つ
つ
、
社
会
経
済
活
動
の
継
続
を

選
択
す
る
場
合
」
に
お
け
る
、
「
医
療
対
応
」
、
「
保
健
所
・
行
政
対
応
」
、
「
感
染
状
況
の
把
握
」
、
「
高
齢
福
祉
施
設

対
応
」
及
び
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
専

門
家
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
時
適
切
な
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 


